
令和５年度　学校診断　児童アンケート結果

【結果を受けて】
●設問１は、昨年とほぼ同じ割合で肯定的な回答が多く、学校生活を健やかに楽しくすごしてくれ
ているのだと捉えていますが、11％のネガティブな回答が見られることも注視し、みんなが笑顔で
いられる学校づくりを目指して、取り組んでいきます。
●設問３は、今年度から加えた設問で、教員が「対話的な授業づくり」を目指して実践している成
果の一端を見ることがねらいでした。肯定的な割合が９割を超えましたが、さらなる研鑽を重ね、
児童が主体的に学ぶ授業づくりを目指していきます。
●設問６も新設ですが、ネガティブな回答が３割を超えました。全学年でのアンケートですので、
思春期に入って、困っていることを大人には表出しにくいという子もいるのかもしれません。自己
解決できれば、それも成長につながる大事なプロセスですが、蓄積してどうにもならない域に達し
てしまうことは防がなければなりません。３学期から導入している、クロームブックを用いた「こ
ころの天気」も活用しながら、児童に寄り添い、丁寧に対応してきたいと思います。

１．学校はたのしい。 ２．すすんであいさつをしている。 ３．先生や友だちは、自分の意見や考えを

聞いてくれる。

４．授業はわかりやすい。 ５.勉強でわからないことについて、先生に

質問している。

６．こまっていること、なやんでいることについて、

先生に相談できる、またはしたことがある。

７．学級で起きた問題について先生は真

剣に対応してくれる。

８．努力したことを先生や友だちが認め

てくれる。

９．先生に注意された内容を、なっとくでき

ている。

１０． 外で元気に遊んだり、運動したり

することは楽しい。
１1． 将来の職業について考える機会がある。 １２． 学校にあるみんなで使うものを大切

につかっている。

１３． クロームブックやインターネットを使

う時、ルールを守っている。

１４． クロームブックを扱うのが上手に

なったと感じている。

１５． 友だちや年下の子どもに優しく接

することができている。

１６． 自分は本をよく読んでいる。


